
さとやま・さとうみの故郷 ―輪島
高齢化が進行する中で震災・豪雨の被害を受けたこのまちに、安全安心な暮らしと、
再び生まれる豊かなコミュニティを育む「さともりの建築」を提案する。
斜めカットした CLTパネルで構成される「ブランチコラム」によって、
木立のような立姿の建築が現れ、そこには小さな居場所がいくつも生まれる。
周辺の街とつながるみち、多世代をつなぐみち、いくつもの居場所をつなぐみち―
木立のような「さともりの建築」は、枝葉が木漏れ日を落とすように、
ここに住まう高齢者や地域の子供たち・人々が交歓する居場所―「こもれみち」をつくる。
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斜めカットしたCLTパネル同士を結合した「ブランチコラム」
が人々の交流の場を拡張する。「ブランチコラム」をまばら
に配置することで x,y方向の応力をバランスよく負担すると
ともに、木立のような立面を形成する。その特徴的な形状は、
構造体に様々な使い方ができる居場所を生み出す。

【ブランチコラムによる交流空間の拡張】

金物による乾式工法
⇒現場組立施工可能。

［ブランチコラム］ ［県産材の活用］［家型フレーム］

①能登ヒバ生産地

②CLT生産・加工工場

③敷地

家型フレームのCLT最大寸法：
W1.5ｍ,H9ｍのため、一般的な
トラック等の荷台に積載できる
CLT最大寸法 (W2.5ｍ,H9ｍ)以下
で加工し効率的に搬送できる。
ブランチコラムは板材のまま現場
に搬送する。

CLTパネル切断での
無駄を出さない形状。

・能登ヒバ
⇒高い耐久性と
耐湿性、抗菌、
防虫、消臭効果。
・漆 (輪島塗 )
⇒防水材として
使用。
地元名産品を用
いることで愛着
を生む。

漆
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［搬送の効率化］

CLT生産と県産材の活用 -立地を活かした製造サイクル -
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輪島市立輪島中学校
(小学校の仮学童施設として教室を利用中)

Site

65~75歳
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75歳以上15~40歳
40~65歳 高齢化率
生産年齢人口割合

(出典 )2000~2020年：総務省「国勢調査」
　　　 2025年以降：国立社会保障・人口問題研究所
           「日本の地域別将来推計人口（平成 30(2018)年推計）」
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【輪島市の人口推移】
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10
15
20近隣の商業施設

にて朝市営業中。

仮設住宅に期限付
で移り住む。

中学校の空き教室で
学童教室を実施中。

敷地 -石川県輪島市河井町 -

敷地：石川県輪島市河井町 15部 13-17(現在はシルバー人材センターが建つ。）
　　　輪島市は石川県内で高齢化率が特に高い地域のひとつ。
周辺 :　  重蔵神社 (年に一度の輪島大祭の拠点のひとつ。)
　　　　仮設住宅 (震災後、海沿いに多く建設された。入居期間 2年の制限あり。)
　　　　輪島朝市 (日本三大朝市のひとつ。震災で大きな被害を受け、近隣の商業
　　　　　　　　　施設で営業を続けている他、全国で出張朝市を行っている。)
　　　　河井小学校 (震災で学童が被災し、離れた中学校の空き教室を仮使用。)

【被災後の地域住民同士のコミュニティの喪失と公営住宅の供給】
震災・豪雨により、元の家での生活が難しくなった人たちは、建設型応急仮設住宅
や賃貸型応急仮設住宅（みなし仮設住宅 )に原則 2年の期限付きで入居する。
2年の期限が過ぎた後は、公営住宅等で新たな生活を始める人もいるが、地元を離れる
人も多いため、震災前の地域コミュニティは失われてしまう。

-仮設住宅以後の公営住宅に代わる選択肢として、多世代にわたる交流やコミュニティの再興を育む建築を提案する -

-周囲のまちなみに合わせた家型のなかに、みちを引き込む・みちでつながる　「ブランチコラム」で拡がる交流の場 -

①仮設住宅の後の住宅供給及びコミュニティの再興
②共同住宅を超えて、多世代にわたる交流を育む場の創出
③災害の経験を踏まえ、高齢者を含めた住民が安心・安全に暮らせる建築
⇒高齢化の進む地方都市において、いきいきとした暮らしを提案する。

公営住宅：仮設住宅の期限が過ぎた後に供給される最低限の機能を持った住宅。
⇒新たなコミュニティが形成されにくい。
元の居住地を離れるだけでなく、各種サービスをそれぞれ外部に求める必要があり、
独立してサービスが提供されるため、高齢者と地域住民の繋がりが乏しい。

【提案の建築】【従来】

①家型の外側に庇を設け、住民や地域の人たち、子供たちとの交流を育む場とする。
②建物内にみちを通し、敷地内外を繋げるとともに、神社の参道を引き込む。
③災害・防犯対策として、住戸フロアは 2階以上に配置する。

・片廊下型
・効率的な住宅供給
・最低限の機能

【提案の建築】従来の
公営住宅【 【


